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災害廃棄物処理の現況

　岩手県環境生活部廃棄物特別対策室
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	市町村
	推計量

(t)
	撤去率(%)
	処理量

(t)Ａ
	進捗率(%)
	うち広域処理量(t)Ｂ
	Ｂ／Ａ

(%)

	洋野町
	19,600
	100.0
	16,146
	82.4
	878
	5.4

	久慈市
	 82,200
	100.0
	49,347
	60.0
	2,671
	5.4

	野田村
	131,000
	　97.9
	61,875
	47.2
	27,636
	44.7

	普代村
	14,200
	100.0
	12,215
	 86.0
	－
	－

	田野畑村
	56,400
	86.9
	47,519
	84.3
	1,416
	3.0

	岩泉町
	47,400
	100.0
	49,075
	103.5
	2,552
	  5.2

	宮古市
	609,800
	99.2
	399,613
	65.5
	39,978
	10.0

	山田町
	443,900
	85.0
	196,533
	44.3
	6,008
	3.1

	大槌町
	593,500
	85.1
	361,120
	60.8
	23,962
	 6.6

	釜石市
	780,000
	91.2
	400,133
	51.3
	54,819
	13.7

	大船渡市
	810,300
	 99.9
	578,682
	71.4
	181
	0.0

	陸前高田市
	1,664,700
	100.0
	718,869
	43.2
	23,895
	3.3

	合　計
	5,253,000
	95.4
	2,891,127
	55.0
	183,998
	6.4

	（５月末）
	
	94.6
	2,530,465
	48.2
	160,266
	6.3
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	処理進捗率

	
	実績

平成25年５月末時点
	中間目標

平成25年９月末時点

	災害廃棄物
	５７％
	７８％

	津波堆積土
	２５％
	５６％

	合　計
	４８％
	７２％
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400,000

193,500

521,000

17,900

1,700

72,400

9,800

115,700

15,300

大船渡市

（810,300t)

災害廃棄物

津波堆積土

陸前高田市

(1,664,700t)

災害廃棄物

津波堆積土

山田町

（443,900t)

災害廃棄物

大槌町

（593,500t）

災害廃棄物

津波堆積土

釜石市

(780,000t)

災害廃棄物

津波堆積土

津波堆積土

田野畑村

(56,400t)

災害廃棄物

津波堆積土

宮古市

(609,800t)

災害廃棄物

津波堆積土

岩泉町

(47,400t)

津波堆積土

津波堆積土

野田村

(131,000t)

災害廃棄物

災害廃棄物

津波堆積土

普代村

(14,200t)

津波堆積土

災害廃棄物

市町村

（合　計）

災害廃棄物推計量（t)

4

災害廃棄物

津波堆積土

洋野町

（19,600t)

久慈市

（82,200t)

災害廃棄物

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 6 7 8 9 10 5 6 7

処理のスケジュール

11 10 11 12 1 8 9 5

久慈地区清掃センター

県北地区可燃物受入開始

宮古地区

破砕・選別開始

H23.6 宮古清掃センター可燃物焼却開始（宮古市・山田町分）

山田町

破砕・選別開始

大槌町

破砕・選別開始

久慈地区

(

野田村）

破砕・選別開始

釜石市

処理試行事業開始

破砕・選別開始

H23.5 太平洋セメント大船渡工場

試験焼却開始

破砕・選別開始

破砕・選別開始
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H25計画 H23～H25予定

(単位：t） (単位：t）

柱材・角材

処理量 54,200

残存量 45,600

87%

39,500



( うち 1,400) 

13%



77%

77,000

( うち 4,000) 

可燃物

処理量 330,900

残存量 239,800

70%

30%

437,200

6,100

23%

22,800

( うち 85,000)  ( うち 231,700) 

166,800



77%



73,000

23%

133,500

不燃系廃棄物

処理量 316,700

残存量 738,000

87%

13%



92,300

残存量 1,216,000

100%



1,216,000

( うち 455,000)  ( うち 689,500) 

645,700



88%

928,200

金属くず

処理量 112,000

100%

残存量 119,700

119,700

コンクリートがら

処理量 967,200

残存量 826,000

100%



826,000

100%

1,793,200

津波堆積土

処理量 237,300



漁具・漁網

処理量 11,500

※

48%



残存量 13,500

6,500

52%



7,000

65%

16,300

0%

0

0%

400

35%

8,700

0%



0

13%

3,300

合 計

処理量 2,039,600

残存量 3,213,400

94%

その他

処理量 9,800



( うち 0) 

100%



302,800

5,253,000

( うち 541,400)  ( うち 925,400) 

処理進捗率： 39%

6%



178,400

3,035,000

126,500

14,800



94%

4,950,200

87%

21,300

14,800 残存量

※ ※

※

※ ※

6%

( うち 200) 

231,300

100%

100%

1,453,300

12%

県内処理

県内処理

県内処理

県内処理

広域処理

広域処理

広域処理

広域処理

広域処理

広域処理

広域処理

県内処理

（うち太平洋セメント）

県内処理

（うち太平洋セメント）

県内処理

（うち太平洋セメント）

県内処理

（うち太平洋セメント）

県内処理

（うち太平洋セメント）
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資料№４





１．処理の進捗状況（平成25年６月30日現在：速報値）





２．処理の見通し





�平成26年３月までの処理完了に向け、処理を進めます。


�今年度の中間点となる９月末の処理目標を設定し、きめ細やかな進捗管理を実施します。





（平成25年３月31日現在）





３．処理先の調整状況





�処理の最終年度である本年度の処理フローは、以下のとおりです。





�復興資材の活用については全体的にはおおむねマッチングが進んでいますが、さらに確実なものとするため、活用のタイミングや事業等を具体的に調整していきます。





※ 現在県内処理を見込んでいるもののうち不燃系廃棄物、漁具・漁網約11万tは、今後具体的な処理先を調整します。





４．処理の課題と対応の方向性





課題１　一日も早く処理が完了するためには、一層の処理のスピードアップが必要です。





�施設の増強や業務改善等により県内処理を迅速化し、広域処理も有効に活用します。





課題２　処理を円滑に進めるため、復興資材等の十分な保管場所の確保が必要です。





�市町村及び国と緊密に連携し、保管場所の確保に努めます。





課題３　復興資材が確実に復旧・復興事業等に活用されるよう、具体的な事業との一層の


マッチングが必要です。








